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編集  富良野市企画振興課

広

報

○五条商店会主催のおばけカボチャづくりに親子など３０組が挑戦。思い思いにつくられたおばけカボ

チャはハロウィン（１０月３１日）まで東五条通りの沿道に飾られました。（フラノ・マルシェにて）

特集　Ｐ２‐８　　煙と汗の染み込んだその背中をあなたは知っていますか？

紫紺の背中　‐富良野消防団‐
Ｐ１2‐１3　地域活動レポート頴

伝統の樹海駅伝など、地域一丸で子どもたちを育成。高齢者スポーツへの展開も

Ｐ１６　ズームアップふらの　Ｐ１８　消費生活・健康情報

Ｐ２０　暮らしの情報
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‐
富
良
野
消
防
団
‐

災
害
か
ら
ま
ち
を
守
る
消
防
団
。
背
負
う
の
は
家
族
、
郷
土
へ
の
思
い
･･･。

煙
と
汗
の
染
み
込
ん
だ
そ
の
背
中
を
あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
消
防
団
と
は
、
火
災
の
消
火
活
動
や
災

害
防
御
活
動
、
救
命
活
動
な
ど
を
行
う
住

民
の
有
志
で
構
成
さ
れ
る
組
織
で
す
。
消

防
職
員
と
は
異
な
り
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ

仕
事
を
持
っ
て
お
り
、
災
害
な
ど
が
発
生

し
た
と
き
に
出
動
し
ま
す
。
具
体
的
に
は

火
災
の
消
火
活
動
、
災
害
で
の
住
民
の
避

課
富良野広域連合富良野消防団
Furano volunteer fire fighters

災害現場の一線で尊い命とかけ
がえのない財産を守る男たち

私たちの命や財産を災害から守るまちの消防団。

富良野消防団は現在１６６人（定員１８０人）。万一の

災害に備え、仕事のかたわら訓練に励んでいま

す。

特　集
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難
誘
導
、
救
急
患
者
の
応
急
処
置
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
ヘ

リ
の
着
陸
地
点
）
の
整
備
な
ど
を
行
い
、

専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
持
つ
消
防
職
員

を
支
え
る
重
要
な
任
を
担
っ
て
い
ま
す
。

富
良
野
消
防
団
は
、
月
一
回
の
定
例
訓
練

の
ほ
か
、
年
初
め
に
行
わ
れ
る
「
出
初
め

式
」、
春
・
秋
の
火
災
予
防
運
動
、
６
月
の

消
防
訓
練
大
会
、
９
月
の
防
災
訓
練
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防

活
動
に
お
け
る
知
識
・
技
術
の
習
得
を
目

的
に
各
種
研
修
会
に
も
参
加
し
、
万
一
の

災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

嘩
富良野消防の歴史と組織体制
The history and the system of Furano 
rescue team

５分団制により、地域密着型
の体制を維持

富良野消防団は富良野、東山、山部、麓郷、

布部の各地域に分団が配置され、消防署か

ら遠い農村地域においてもすぐに対応で

きる体制をとっています。

よ
り
、
消
防
行
政
を
各
自
治
体
で
担
う
こ

と
と
な
り
、
富
良
野
で
の
自
治
体
消
防
は

各
地
域
の
消
防
団
と
翌
　
年
の
消
防
本
部

２４

設
置
に
よ
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。
以
来
、

消
防
組
織
は
自
治
体
消
防
の
職
員
で
構
成

さ
れ
る
常
備
消
防
と
消
防
団
に
よ
っ
て
、

そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
に
は
富
良
野
消
防
署
が
設
置

４２

さ
れ
、
地
理
的
条
件
を
考
慮
し
、
布
部
・

麓
郷
・
東
山
・
山
部
に
そ
れ
ぞ
れ
分
遺
所

を
置
き
、
よ
り
機
動
的
な
防
災
体
制
が
整

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
　
年
に

４４

１
市
１
団
制
施
行
に
伴
い
、
富
良
野
消
防

団
を
５
分
団
に
編
成
し
、
現
在
の
消
防
機

構
の
土
台
を
築
き
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
に
は
、
行
政
の
効
率
化
と
広

４９

域
化
に
よ
る
消
防
行
政
の
充
実
を
目
的
に

富
良
野
市
、
南
富
良
野
町
、
占
冠
村
の
１

市
１
町
１
村
で
一
部
事
務
組
合
と
し
て
富

良
野
地
区
消
防
組
合
が
設
立
さ
れ
、
平
成

　
年
に
は
、
上
富
良
野
町
と
中
富
良
野
町

２１も
入
れ
た
１
市
３
町
１
村
で
構
成
さ
れ
る

富
良
野
広
域
連
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

効
率
化
を
図
り
な
が
ら
も
、
地
域
に
根
ざ

し
た
消
防
体
制
は
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
消
防
団
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

富良野消防団第１分団（富

良野）の月一回の定例訓練

の様子。実践を想定しなが

ら、消火活動の一連の動き、

消防車の操作など丁寧に

確認していました。

　
富
良
野
の
消
防
の
歴
史
は
市
街
地
を
形

成
し
始
め
た
明
治
　
年
の
私
設
消
防
組
設

３７

置
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
2
年
後

に
は
公
設
へ
と
切
り
替
わ
り
、
昭
和
　
年
１４

に
は
防
空
上
の
必
要
か
ら
、
消
防
組
か
ら

警
防
団
へ
再
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
　
年
、
戦
後
日
本
の
民
主
化
政
策
に

２３

消防組織配置図

特集　紫紺の背中 ‐富良野消防団‐

富良野広域連合

富良野

消防署

富良野

消防団

第１分団（富良野）
第２分団（東　山）
第３分団（山　部）
第４分団（麓　郷）
第５分団（布　部）

富良野消防組織機構図

管　理　係
消　防　係
救急救助係
指　導　係

山部出張所
消防救急係
指　導　係
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今
年
は
「
異
常
気
象
」

の
話
題
が
頻
繁
に
報
道

さ
れ
、
管
内
で
も
局
地

的
な
豪
雨
に
よ
る
土
砂

災
害
で
交
通
が
寸
断
さ

る
な
ど
住
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

９
月
１
日
に
富
良
野
市

総
合
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は

総
勢
約
５
０
０
人
が
参

加
し
災
害
時
の
備
え
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
富
良
野
消
防
団
は
実

践
を
想
定
し
な
が
ら
、

住
民
の
避
難
誘
導
、
救

助
、
炊
き
出
し
な
ど
多

岐
に
渡
る
任
務
を
５
分

団
で
分
担
し
、
各
分
団

長
の
指
示
に
従
い
、
迅

速
に
任
務
を
遂
行
し
ま

し
た
。

■写真の説明■

虚救助訓練、被災者を応急処置許救助

訓練、救助前の任務確認距訓練前に消

防署で点呼鋸自衛隊と炊き出し訓練漁

消防車に乗り災害発生を周知禦救助訓

練を見守る住民魚放水訓練亨小隊訓練

享訓練が終わり、ホッと一息

迦迦
定例訓定例訓練練
regulartraininregular trainingg

小隊訓練、放水訓練。実践を
想定

月１回行われる定例訓練。隊列を組み、

集団で動く小隊訓練、火を鎮火させる放

水訓練、消防車や消防器具などを扱う操

法訓練などを行います。

魚魚享享

亨亨

距距

漁漁

禦禦

許許

虚虚 鋸鋸

貨貨
富良野市総合防災訓富良野市総合防災訓練練
ExtensiveemergencydrillExtensive emergency drillss

住民、消防、自衛隊、市役所、
まちを挙げての防災訓練

９月１日に行われた『富良野市総合防災訓練』。

今回は駅東側住宅街の一部と東山地区の住民、

消防署、消防団、自衛隊、市役所が一体とな

り、水害を想定した訓練を行いました。

こうほう 2010.11



5 こうほう No.590

過
消防団員のもうひとつの顔
Lifestyle of volunteer fire fighters　

家族、郷土への思いを背負う

親父の背中
消防団員は、常に訓練を行っているわけではなく、普段はそ

れぞれ仕事を持っています。そして、万一の災害や火災が起

こると昼夜を問わず現場に急行し、私たちを守ってくれてい

ます。その団員たちの普段の顔をクローズアップしました。

　住宅の外壁リフォームなどを行う建築板金業

上杉板金の専務を務める上杉日出男さん。第１分

団の班長の中ではダントツに若いですが、経験年

数も長く、周りからの信頼も厚いようです。富良

野青年会議所の後輩水間さんは「ポイントポイン

トで適切なアドバイスをくれるし、支えてくれる。

頼りになります」と尊敬の眼差しを向けます。消

防団に入ったきっかけは、近所付き合いのあった

消防署員の誘い。「団に入って、全く異業種の方々

とつながりができたことは自分にとって大きいで

す。いろいろな話や考え方を聞き、影響を受けま

した」と話します。火災現場では消防車を扱う機

関員の指揮をとり、「実際に現場に行って、火事の

悲惨さを知りました。平常心ではいられません」

と火災の恐ろしさを語ります。消防団について「仕

事以外で地域の役に立てるところに居させても

 上杉   日出男  さん（３５歳）
うえすぎ ひでお

第１分団【富良野】第２部班長

団員歴１５年

１９歳で家業を継ぎ、へそ祭りや地域
活動にも貢献。頼れる兄貴分。

建築・
板金業

第１分団【富良野第１分団【富良野】】

上杉日出男団上杉 日出男 団員員

第２分団【東山第２分団【東山】】

鈴木弘美団鈴木 弘美 団員員

第４分団【麓郷第４分団【麓郷】】

前田秀人団前田 秀人 団員員

第５分団【布部第５分団【布部】】

礒江敏邦団礒江 敏邦 団員員

第３分団【山部第３分団【山部】】

糠谷諭団糠谷 諭 団員員

妻と小２の長女、

５歳の長男の４人

暮らし。趣味はス

ポーツ観戦。「日ハ

ムよりも巨人ファ

ン！」

らっています」と謙虚に話す一方、「団員の意識の

格差はあります。思いを共有していかなければ」

と問題意識を持ちます。また、「団員の確保は大変

です。みんなの声かけと、企業や周りのみなさん

に理解していただけるよう取り組んでいきます」

と抱負を語ってくれました。

特集　紫紺の背中 ‐富良野消防団‐
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 糠谷   諭  さん（４６歳）
ぬかや さとし

第３分団【山部】第２部部長

団員歴２４年

親子３代で会社を営む
地域を盛り上げる人望厚き鉄工職人

　東山で、農業を営む鈴木弘美さん

は団員歴３４年の大ベテランです。し

かし、「サイレンがなって、出動する

時は緊張しますよ」と経験豊富な鈴

木さんでも入団当初と変わらず恐怖

心・緊張感があると話します。第２

分団は富良野消防団の中で一番の大

所帯。富良野消防署から遠く、範囲

が広いため、多くの消防団員が必要

となります。「東山は範囲が広く、家

が点在しているので、現場に行くの

が大変です」と鈴木さん。また、現

在の団員は農家が９割を占めており、

「農家は昔も忙しかったが、今は雨も

関係なく仕事をするので、訓練など

時間をつくるのが大変な状況です」

と課題はありますが、「多くの人に防災や消防団

について認知してもらうには、５０人という多くの

団員がいるのは最大の強み。家族、身内、近所と

伝えてもらうだけでも大きいですよね」と第２分

団ならではの強みもあります。また、「消防団活

動を通じて地域住民とコミュニケーションも取

れます」と地域内交流の一助ともなっているそう

です。

 鈴木   弘美  さん（５８歳）
すずき ひろみ

第２分団【東山】副分団長

団員歴３４年

東山で農業に生き、
５０人の大分団の中枢を担うベテラン団員

　山部で農機製造・修繕や上下水道の整備などを

行う糠谷鉄工所の専務を務める糠谷諭さん。父親

が会社の社長、長男が従業員として勤めており、

親子３代で一緒に仕事をしています。現在は第３

分団第２部の部長を務め、過去には何度も燃えさ

かる火の中で消火活動にあたったそうです。「壁が

崩落してきた時は恐かったですね」と体を張って

火災現場に立ち向かいます。「団に入って、防災に

対する意識が変わり、家族にもうるさく言うよう

になりましたね。それから、よく団員に言うのが、

『他人にできなくても、自分の家族だけでも守れれ

ばいいじゃない』ってこと。そこから徐々に活動

の幅が広がっていけばいいと思います」と根底に

あるのは家族への思い。その上で消防団活動の普

及、団員の育成にも力を注ぎます。

　糠谷さんは、商工会やまちおこし委員会の役員

も務め、山部のさまざまなイベントに携わるほか、

農  業

建設・
鉄工業

両親と妻、ともに働

く長男、看護学生の

長女の６人暮らし。

趣味はスノーモビ

ル。２月のやまべゆ

きんこ祭りでは子

どもたちを乗せて

走ります。

両親と妻、共に働く

長男の５人暮らし。

作っている野菜は、

たまねぎ、麦、ビート、

じゃがいも。

山部獅子舞保存会で伝統文化を子どもたちに伝え

ています。「山部は春のさくら祭りから秋までイベ

ントが盛りだくさんで大変ですが、子どもの喜ぶ

姿がやりがいです」と仕事、消防団活動のかたわら、

地域の活動にも奮闘しています。
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 磯江   敏邦  さん（４４歳）
いそえ としくに

第５分団【布部】分団長

団員歴１５年

地元を愛し、熱き思いで

若きチームを束ねるニューリーダー

 前田   秀人  さん（４４歳）
まえだ ひでと

第４分団【麓郷】第１部団員

団員歴１１年

技術・行動力、頼れる常勤団員。
麓郷でクロカンを熱血指導

　麓郷市街地の消防団庁舎に２４時間体制で常駐す

る前田秀人さん。火災や水害などの他、救命にも

あたり、麓郷の住民を守っています。

　前田さんは、「サイレンが鳴ると、作業を投げ出

し現場へ急行するので、たまに作業中だった草刈

機のエンジンを止めたかな？と心配になることが

ありますね」と一刻を争う消防・救命活動に全力

で取り組みます。また、「自分たちも消防職員の指

示のもと、前線で消火活動もやるし、被災者の応

急処置もします」と消防団員の役割の大きさを話

します。第４分団については「まとまりがあると

思います。もともとの地域のつながりがあるし、

夏は一緒に焼き肉をして親交を深めています」と

消防活動に不可欠なチームワークに自信を持って

います。消防活動は毎月の訓練のほか、春と秋に

煙突がしっかり接続されているかなど一般家庭全

世帯を査察に回り、地域に密着した活動を行って

います。

　前田さんは、消防団活動のかたわら、地元麓郷

でクロスカントリーを子どもたちに教えています。

中学時代はクロスカントリーの全道チャンピオン

という経歴を持ち、指導にも熱が入ります。

　布部で、農業を営む磯江敏邦さん。磯江さんは

若くして第５分団の分団長に就任。富良野消防団

の中で、平均年齢の一番若い分団を統率していま

す。消防団の高齢化が進む中で世代交代ができて

いることについて聞くと「あのへんに若いもんが

いるぞ！って聞けば自宅に訪問して口説きます」

と地道に声かけを行っているそうです。磯江さん

が分団長に就任した時のこと、「第５分団の看板を

掲げているから、地域を守ろうという意識が保て

ると思います。俺が分団長をやるからついてきて

くれと団のみんなに言いました」と磯江さんの

リーダーシップと地元を愛する思いが団員に伝わ

り、若くして分団長に就任しました。また「危険

が伴う消防団活動は地域のために何かやりたいっ

ていう思いがないとできません」と消防団の熱き

精神を語ります。

　磯江さんは、「団員の確保のため、引き続き声か

農  業

常勤団員

妻と高３の長男、小６の長女

の４人暮らし。趣味は車いじ

り。クロスカントリー少年団

コーチ。

両親と妻、中３の

長男、中１の長女、

２歳の次男の７人

暮らし。趣味は船

釣り。釣り会の仲

間と年に数回カレ

イ釣り。

けをしていくこともそうですが、自分はまだ分団

長として日が浅く経験が少ないです。部長や班長

も同じで経験の浅いメンバーなので、その私たち

が現場で力が発揮できるように、まずは結束を固

めていきたいです」と抱負を語ってくれました。

特集　紫紺の背中 ‐富良野消防団‐
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未
来
を
担
う
紫
紺
の
背

未
来
を
担
う
紫
紺
の
背
中中

　入団のきっかけは、以前の団長の誘い。最初は断っ

ていたそうですが、自宅に訪問し説得する団長の熱意

を感じ、入団を決めました。消防団について「やりが

いがあります。訓練では消防車に乗ったり以外におも

しろい面もあります」と消防活動を楽しみながら学ん

でいます。また、「団に入って、まちのどこに消火栓が

あるか気にするようになりましたね」と消防団員とし

ての自覚が芽ばえてきています。「山部に住む若い人た

ちの多くは農家なので、そういう人たちを入れていき

たいですね」と今後の抱負を語ってくれました。

　「当時の団は１０歳以上年の離れた先輩ばかりでした

が、団のことなどいろいろと教えてくれて、親切にし

てもらいました」と入団した当時を振り返ります。ま

ち場の飲食店で火災が起こった際のこと「風下にいて、

煙に包まれ、死ぬかと思いました」と壮絶な現場を経

験しましたが「火災現場に行ったからには、なんとし

ても消したいと思いますね」と頼もしく話します。「消

防団は、若い人が少ないので、入ってもらえるように

地道に声かけをしています」と将来を見据え、同世代

の仲間づくりに奮闘しています。

　「
地
域
に
お
い
て
、
消

防
団
の
活
動
は
非
常
に

大
き
く
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。
水

利
の
場
所
、
ど
こ
に
誰

が
住
ん
で
い
る
の
か
、

消
防
職
員
が
富
良
野
の

隅
々
ま
で
把
握
す
る
の

は
困
難
で
す
。
ま
た
、

災
害
は
時
間
と
の
勝
負
、

地
域
を
よ
く
知
る
消
防

団
と
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。『
急
病

な
ど
で
突
然
、
呼
吸
や

心
臓
が
止
ま
っ
た
人
を
、

札
幌
で
は
助
け
ら
れ
る

が
富
良
野
で
は
助
け
ら

れ
な
い
』
そ
ん
な
悔
し

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
活
用
で
、
事
故
な
ど

重
篤
な
傷
病
者
を
都
市

部
の
病
院
へ
搬
送
す
る

数
パ
ー
セ
ン
ト
で
も
、
救
え
る

命
は
な
ん
と
し
て
も
救
う

体
制
も
整
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
富
良
野
で
　
件
２９

の
出
動
を
要
請
し
ま
し

た
。
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ

ン
ト
と
呼
ば
れ
る
、
ヘ

リ
の
着
陸
地
点
を
整
備

す
る
の
も
地
域
の
消
防

団
の
方
々
で
す
。
消
防

団
と
の
連
携
体
制
が
あ

れ
ば
医
療
格
差
を
埋
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
民
、
消
防
団
員
の
救

命
処
置
、
救
急
救
命
士

が
行
う
高
度
な
救
急
処

置
、
そ
し
て
医
療
機
関

に
お
け
る
高
度
な
救
命

医
療
、
救
命
の
リ
レ
ー

を
確
立
し
、
数
パ
ー
セ

ン
ト
し
か
助
か
る
見
込

み
が
な
く
て
も
、
最
善

を
尽
く
し
、
救
え
る
命

は
な
ん
と
し
て
も
救
い

た
い
と
思
い
ま
す
」

1
分
１
秒
を
争
う
火
災
現
場
。

迅
速
か
つ
適
切
な
状
況
判
断

と
機
動
力
が
求
め
ら
れ
る

　「
火

災

は

少

な

く

な
っ
て
き
た
も
の
の
、

そ
れ
で
も
年
に
数
件
の

悲
惨
な
火
災
事
案
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
そ

の
火
災
を
で
き
る
限
り

最
小
限
に
抑
え
よ
う
と

日
々
訓
練
を
行
っ
て
き

て
い
ま
す
。
火
の
手
は

待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

１
分
１
秒
を
争
い
ま
す
。

ま
た
改
造
し
た
店
舗
な

ど
は
鉄
骨
が
飛
ん
で
く

る
な
ど
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
で
す
。
で
す
か
ら
、

経
験
、
知
識
、
迅
速
か

つ
適
切
な
状
況
判
断
、

機
動
力
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
要
素
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
今
の
団
員
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
、

よ
く
仕
事
を
し
て
く
れ

る
の
で
、
信
頼
を
持
っ

て
指
揮
が
と
れ
ま
す
。

し
か
し
、
組
織
と
し
て

体
制
を
維
持
し
て
い
く

に
は
、
世
代
交
代
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
れ
に
は
、
企
業

の
理
解
を
得
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
す
。
活
力

あ
る
み
な
さ
ん
に
、
消

防
団
へ
ぜ
ひ
入
っ
て
き

て
ほ
し
い
で
す
ね
」

大石 大石  
おおいし

純之介 純之介  さん（２４歳さん（２４歳））

じゅんのすけ

第３分団【山部】第２部団第３分団【山部】第２部団員員

団員歴１団員歴１年年

水間 水間  
みずま

一 一  さん（２７歳さん（２７歳））

はじめ

第１分団【富良野】第２部団第１分団【富良野】第２部団員員

団員歴５団員歴５年年

農  業

両親と３人暮ら

し。趣味はお酒

と映画鑑賞。

両親と妹と４人

暮らし。趣味は

最近買った一眼

レフカメラでの

写真撮影。

昭和４３年富良野消防団入団。今年４月から

富良野消防団長。現在、富良野軟式野球連

盟の役員も務め、審判歴３０年以上。

 若宮  
わかみや

 榮一  団長
えいいち

富良野消防団長　団員歴４０年

 佐々木  
ささき

 賢一  署長
けんいち

富良野消防署長

昭和４９年富良野地区消防組合消防士拝命。

広域連合発足の昨年４月から富良野消防

署長。富良野軟式野球連盟役員として、

学童野球など軟式野球の普及にも貢献。

霞 連携体制　Coordinated system　　住民、消防団、消防署、病院、命のリレー

特集　紫紺の背中 ‐富良野消防団‐

葬祭業
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今 昔

開 業 1 1 0 年
愛され続ける富良野駅

い
ま
、
む
か
し

勤
・
通
学
や
出
張
な
ど
の

市
民
の
皆
様
の
生
活
の

足
と
し
て
、
ま
た
、
行
楽

期
に
は
国
内
外
を
問
わ

ず
沢
山
の
観
光
客
の
皆

様
に
も
ご
利
用
い
た
だ

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ

き
年
に
折
し
も
旭
川
駅

が
新
高
架
駅
と
し
て
開

業
し
、
こ
れ
ま
で
懸
案
で

ご
 ざ
い
ま
し
た
暗
く
長

い
富
良
野
線
ホ
ー
ム
へ

の
地
下
通
路
も
解
消
さ

れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
富

始
め
た
昭
和
　
年
頃
は

３０

旧
国
鉄
の
官
舎
が
あ
り
、

職
員
と
そ
の
家
族
で
駅

周
辺
は
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
食
堂
が
何
軒
も
あ

り
ま
し
た
よ
。
当
時
は
石

炭
が
燃
料
で
、
燃
料
を
補

給
す
る
た
め
に
停
車
時

間
が
長
く
、
そ
の
時
間
に

駅
前
の
食
堂
が
弁
当
を

背
負
っ
て
駅
に
売
り
に

い
っ
た
も
の
で
す
。『
北

の
国
か
ら
』
が
放
映
さ
れ

た
頃
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
始
め
、当
時
は
、

宿
泊
施
設
も
今
ほ
ど
な

か
っ
た
の
で
、
店
の
隣
で

良
野
線
は
　
月
４
日
か

１２

ら
朝
６
時
台
の
上
り
列

車
が
１
本
増
発
と
な
り

大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
富
良
野
駅

は
皆
様
に
愛
さ
れ
る
駅

を
目
指
し
頑
張
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
 様
に

は
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
」

野
宿
す
る
観
光
客
も
多

か
っ
た
で
す
。
ホ
ー
ム
で

へ
そ
踊
り
を
踊
っ
て
歓

迎
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
ね
」
と
富
良
野
駅
の

移
り
変
わ
り
を
見
て
き

た
長
江
さ
ん
は
、
懐
か
し

そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

富
良
野
駅

開
業
１
１
０
周
年
記
念
ツ
ア
ー

側
は
忠
別
川
な
ど
緑
空
間

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら

自
然
環
境
と
調
和
し
た
開

放
感
溢
れ
る
つ
く
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
夫
婦
で

参
加
し
た
富
澤
健
さ
ん

（
　
歳
）
は
、「
紅
葉
風
景

７１を
車
窓
か
ら
見
よ
う
と
参

加
し
ま
し
た
。
晴
天
だ
し
、

大
満
足
で
す
！
」
と
話
し
、

景
色
を
見
な
が
ら
、
楽
し

そ
う
に
会
話
を
し
て
い
ま

し
た
。
ツ
ア
ー
に
協
力
し

た
富
良
野
市
根
室
本
線
・

富
良
野
線
利
用
推
進
協
議

会
は
、
こ
れ
を
機
に
利
用

促
進
に
繋
が
れ
ば
と
期
待

を
寄
せ
ま
す
。

　
　
月
　
日
、
秋
晴
れ
の

１０

２３

下
、
富
良
野
駅
の
開
業
と

富
良
野
線
の
開
通
１
１
０

周
年
を
記
念
し
て
、
市
民

ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
富
良
野
駅

主
催
）。
ツ
ア
ー
に
は
市
民

約
１
０
０
人
が
参
加
し
、

富
良
野
駅
か
ら
ノ
ロ
ッ
コ

号
に
乗
り
、
秋
の
風
景
と

富
良
野
駅
に
関
す
る
ク
イ

ズ
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
旭
川
で
は
高
架
化
さ
れ

た
新
駅
舎
を
見
学
し
ま
し

た
。
新
駅
舎
に
は
９
万
枚

近
く
の
木
材
が
使
用
さ
れ

「
木
の
ま
ち
・
家
具
の
ま
ち

旭
川
」
を
象
徴
し
た
建
物

と
な
っ
て
い
ま
す
。
駅
南

 長江金則 さん（８２歳）
ながえかねのり

昭和３０年長江セトモノ店開業。

写真は開業当時から店のシンボ

ルとなっている陶器の狸。

国
鉄
の
官
舎
が
あ
っ

て
、
職
員
と
そ
の
家

族
で
賑
わ
っ
て
い
た

　
駅
前
で
　
年
以
上
、
商

５０

店
を
営
む
長
江
さ
ん
（
長

江
セ
ト
モ
ノ
店
）。「
店
を

旭
川
駅
が
高
架
化

富
良
野
線
は
増
発

　「
富
良
野
駅
は
明
治
　３３

年
に
開
業
し
て
以
来
、
１

１
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
、
朝
夕
の
通

 古川敏美 駅長（５３歳）
ふるかわとしみ

昭和５０年ＪＲ北海道入社。

平成２０年３月より富良野駅

長に就任。

富良野線の早朝便が増発になります。午前6：48富良野発～午前8：15旭川着　１２月４日運行開始

リニューアルされた旭川駅。９万枚近くの木材が使用され、

自然環境に調和した開放感溢れる駅舎となっています。

大正２年当時の下富良野駅（現富良野駅大正２年当時の下富良野駅（現富良野駅））
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【
功
労
表
彰
】

自
治
功
労

　　
平
成
７
年
３
月
よ
り
現
在
に
至

る
ま
で
　
年
に
わ
た
り
、
固
定
資

１５

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て

他
の
委
員
と
共
に
委
員
会
運
営
に

尽
力
さ
れ
、
特
に
平
成
　
年
６
月

２０

か
ら
は
委
員
長
と
し
て
そ
の
手
腕

を
発
揮
さ
れ
、
本
市
の
自
治
振
興

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
２
月
か
ら
現
在
ま
で

４４

　
年
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
指
導

４１員
と
し
て
、
交
通
安
全
運
動
の
推

進
及
び
交
通
安
全
思
想
の
普
及
並

び
に
啓
蒙
に
努
め
る
な
ど
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
７
月
か
ら
平
成
　
年

５４

１０

６
月
ま
で
　
年
に
わ
た
り
交
通
指

１８

導
員
と
し
て
、
ま
た
、
平
成
　
年
１２

４
月
か
ら
現
在
ま
で
　
年
に
わ
た

１０

り
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
、
交

通
安
全
運
動
の
推
進
及
び
交
通
安

全
思
想
の
普
及
並
び
に
啓
蒙
に
努

め
る
な
ど
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

市
条
例
表
彰
に
基
づ
く
「
功
労
表
彰
・
貢
献
表
彰
」
と
富
良
野

市
文
化
団
体
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
る
「
文
化
功
労
賞
・
文
化
奨

励
賞
」
の
表
彰
式
が
　
月
３
日
に
行
わ
れ
、
次
の
方
が
表
彰
さ

１１

れ
ま
す
。
※
年
齢
は
８
月
１
日
現
在

　
昭
和
　
年
１
月
か
ら
平
成
　
年

５３

１０

３
月
ま
で
　
年
に
わ
た
り
交
通
指

２０

導
員
と
し
て
、
ま
た
、
平
成
　
年
１２

４
月
か
ら
現
在
ま
で
　
年
に
わ
た

１０

り
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
、
交

通
安
全
運
動
の
推
進
及
び
交
通
安

全
思
想
の
普
及
並
び
に
啓
蒙
に
努

め
る
な
ど
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　　
平
成
元
年
４
月
か
ら
現
在
ま
で

　
年
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
指
導

２１員
と
し
て
、
交
通
安
全
運
動
の
推

進
及
び
交
通
安
全
思
想
の
普
及
並

び
に
啓
蒙
に
努
め
る
な
ど
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
経
済
功
労

　
平
成
５
年
１
月
に
空
知
川
上
流

土
地
改
良
区
理
事
、
そ
の
後
平
成

９
年
１
月
か
ら
は
同
改
良
区
第
５

代
理
事
長
に
就
任
し
現
在
ま
で
　１７

年
に
わ
た
り
農
業
生
産
基
盤
の
確

立
に
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
　
年
６
月
か
ら
は
山
部
二
期

２１

地
区
国
営
事
業
促
進
期
成
会
会
長

に
就
任
し
、
地
域
農
業
の
安
定
生

産
確
保
の
た
め
の
基
幹
施
設
で
あ

る
頭
首
工
の
改
修
な
ど
の
実
現
に

向
け
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

平
成
４
年
、　

年
に
は
農
事
組
合

２０

長
も
務
め
、
地
域
農
業
の
振
興
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
福
祉
功
労

　
平
成
３
年
　
月
、
人
権
擁
護
委

１２

員
に
就
任
以
来
、
平
成
　
年
　
月

２１

１２

ま
で
　
年
に
わ
た
り
、
人
権
啓
発

１８

活
動
や
人
権
相
談
な
ど
の
活
動
に

尽
力
さ
れ
、
自
由
人
権
思
想
の
普

及
高
揚
に
積
極
的
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
昭
和
　
年
４
月
に

６１

健
康
づ
く
り
推
進
員
及
び
食
生
活

改
善
推
進
員
に
就
任
し
、
健
康
づ

く
り
推
進
協
議
会
会
長
、
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
会
長
も
歴
任
し
、

　
年
に
わ
た
り
地
域
保
健
の
推
進

２４に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

鈴木 弘美さん ５８歳

石井 勇さん ７７歳

金一 恒男さん ７９歳

佐々木 正子さん ６５歳

島崎 江子さん ７３歳

武藤 一男さん ７０歳

東所 榮子さん ６９歳

受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

感
謝
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教
育
体
育
功
労

　
昭
和
　
年
４
月
体
育
指
導
委
員

６３

に
就
任
以
来
、
現
在
ま
で
　
年
に

２２

わ
た
り
、
富
良
野
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
計
画
策
定
や
市
民
の
体
力
づ
く

り
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
平
成
　１５

年
４
月
か
ら
は
東
山
体
育
振
興
会

会
長
と
し
て
東
山
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
、
普
及
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

【
貢
献
表
彰
】

地
域
自
治
・
地
域
振
興
に
貢
献

　
昭
和
　
年
か
ら
現
在
ま
で
　
年

３３

５２

余
の
長
き
に
わ
た
り
、
軟
式
野
球

審
判
員
と
し
て
年
間
１
２
０
試
合

長田 壽弘さん ５９歳

に
も
及
ぶ
審
判
員
を
務
め
、
特
に

少
年
野
球
リ
ー
グ
戦
の
企
画
運
営

に
あ
た
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
青
少
年
の
育
成
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
５
年
か
ら

現
在
ま
で
全
日
本
下
の
句
か
る
た

協
会
一
声
か
る
た
ク
ラ
ブ
会
長
と

し
て
　
年
に
わ
た
り
子
ど
も
会
か

１７

る
た
大
会
の
企
画
運
営
に
あ
た
る

な
ど
文
化
の
振
興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
８
年
１
月
か
ら
平
成
　
年
１６

１
月
ま
で
８
年
に
わ
た
り
春
日
・

東
町
連
合
町
内
会
会
長
、
平
成
　１６

年
１
月
か
ら
現
在
ま
で
６
年
に
わ

た
り
春
日
・
東
町
連
合
会
顧
問
を

務
め
る
な
ど
地
域
活
動
を
先
導
し
、

地
域
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
　
年
か
ら
高
齢
者
社

５９

交
ダ
ン
ス
愛
好
会
で
　
年
、
昭
和

１０

　
年
か
ら
高
齢
者
ダ
ン
ス
研
究
会

６０で
　
年
に
わ
た
り
指
導
に
あ
た
る

２５
な
ど
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
４
月
か
ら
子
ど
も
会

６３

育
成
員
と
し
て
、
富
良
野
地
区
子

ど
も
会
育
成
協
議
会
、
富
良
野
市

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
役

員
と
し
て
　
年
に
わ
た
り
務
め
、

２０

特
に
平
成
８
年
４
月
か
ら
平
成
　１９

年
３
月
ま
で
富
良
野
地
区
子
ど
も

会
育
成
協
議
会
副
会
長
、
平
成
　１９

年
４
月
か
ら
平
成
　
年
３
月
ま
で

２２

富
良
野
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
青
少
年

の
健
全
育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

文
化
功
労
賞
・
文
化
奨
励
賞

【
文
化
功
労
賞
】

佐
々
木
 広
道
さ
ん

　
昭
和
　
年
、
中
断
と
な
っ
て
い

５９

た
富
良
野
獅
子
舞
保
存
会
の
復
活

に
尽
力
さ
れ
、
以
来
、
会
の
指
導

員
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

力
を
注
ぎ
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の

踊
り
子
を
育
て
て
き
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
会
長
と
し
て
会
の
運
営

や
会
員
相
互
の
和
と
発
展
に
寄
与

し
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
獅

子
舞
を
通
し
て
、
地
域
の
郷
土
文

化
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

宍
戸
 勝
美
さ
ん

　
昭
和
　
年
に
山
部
民
謡
研
究
会

５０

（
現
山
部
好
謡
会
）
に
入
会
。
現
在
、

北
海
道
民
謡
連
盟
公
認
三
味
線
大

師
範
を
取
得
し
、
会
員
へ
の
指
導

と
と
も
に
山
部
好
謡
会
の
講
師
と

し
て
会
の
運
営
、
会
員
相
互
の
和

と
会
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

民
謡
・
三
味
線
を
通
し
て
地
域
の

文
化
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

藤
間
流
 富
踊
会

代
表
　
正
盛
　
恒
子
さ
ん

　
昭
和
　
年
４
月
に
会
を
設
立
。

３４

こ
れ
ま
で
藤
間
勘
範
嘉
先
生
の
指

導
の
も
と
７
人
の
藤
間
流
名
取
と

６
人
の
五
葉
の
会
の
名
取
を
輩
出

し
て
い
ま
す
。

　
会
の
発
足
以
来
、
半
世
紀
に
渡

り
日
本
伝
統
の
藤
間
流
舞
踊
を
普

及
し
、
子
弟
の
情
操
教
育
を
高
め

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
る
庶
民

性
溢
れ
る
舞
踊
を
続
け
る
な
ど
、

地
域
の
文
化
振
興
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
文
化
奨
励
賞
】

日
本
将
棋
連
盟
　
　

富
良
野
支
部

代
表
　
鈴
木
　
茂
喜
さ
ん

　
平
成
７
年
９
月
に
会
を
設
立
。

市
の
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
・

協
力
を
行
い
、
ま
た
、
将
棋
の
小

児
普
及
の
た
め
小
中
学
校
の
将
棋

サ
ー
ク
ル
な
ど
へ
自
ら
出
向
き
、

出
向
将
棋
に
も
努
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
会
の
発
足
以
来
、
長
き
に
亘

り
地
域
文
化
の
高
揚
発
展
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
生
涯
学
習
の
推
進

に
努
め
、
地
域
の
文
化
振
興
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
ら
の
舞
花

代
表
　
布
施
　
明
美
さ
ん

　
平
成
９
年
２
月
に
会
を
設
立
。

同
年
に
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

に
初
出
場
を
果
た
し
、
以
降
、　１０

回
出
場
表
彰
、
上
川
中
央
支
部
大

会
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
市
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、
ま
た
社
会
福
祉
施
設
へ
の

慰
問
や
、
中
学
生
へ
の
指
導
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
発
足
以
来
、
よ
さ
こ
い
踊
り

を
通
し
て
地
域
の
文
化
振
興
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

重綱 一雄さん ８０歳

澤井 彰さん ７９歳

高橋 秀雄さん ６５歳
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連合会・町内会の話題をお知らせください。 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
頴

伝
統
の
樹
海
駅
伝
な
ど
、地

伝
統
の
樹
海
駅
伝
な
ど
、地
域域

一
丸
で
子
ど
も
た
ち
を
育
成

一
丸
で
子
ど
も
た
ち
を
育
成
。。

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
展
開

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
展
開
もも

■
東
山
体
育
振
興
会
■

　
収
穫
作
業
も
や
や
落
ち
着
い
た

　
月
１
日
、
秋
晴
れ
の
も
と
、
東

１０山
の
秋
の
恒
例
行
事
「
樹
海
駅
伝

競
技
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
を
は
じ
め
、
農
協
青

年
部
な
ど
地
域
住
民
も
参
加
す
る

こ
の
大
会
は
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の

大
き
な
丘
陵
地
帯
の
コ
ー
ス
で
た

す
き
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
沿
道
で
は

農
作
業
の
手
を
止
め
応
援
す
る
姿

が
見
ら
れ
、
選
手
は
声
援
に
応
え

力
走
し
ま
し
た
。
中
学
生
の
部
で

優
勝
し
た
チ
ー
ム
「
Ｗ
ｅ
 竃
 Ｊ
Ｕ

ラ
ブ

Ｋ
Ａ
Ｉ
」
の
キ
ャ
プ
テ
ン
樹
海
中

学
校
３
年
松
本
蒼
志
さ
ん
は
「
中

学
で
の
３
年
間
の
中
で
一
番
い
い

走
り
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
、

同
メ
ン
バ
ー
の
東
藤
和
真
さ
ん
は
、

「
最
後
ま
で
走
れ
て
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
」
と
二
人
と
も
３
年
間
の

集
大
成
を
発
揮
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
樹
海
駅
伝
競
技
大
会
を
は
じ
め
、

東
山
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
や
地

域
住
民
の
体
力
向
上
に
関
す
る
取

り
組
み
を
行
う
の
は
東
山
体
育
振

興
会
（
長
田
会
長
）。
昭
和
　
年
に

４１

東
山
文
化
連
盟
と
し
て
発
足
し
、

そ
の
後
、
組
織
の
拡
充
、
活
発
化

を
目
的
に
体
育
部
門
が
独
立
し
、

現
在
に
至
り
ま
す
。
主
な
事
業
は

駅
伝
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
の
大
会
運
営
。
長
田

会
長
は
「
昔
は
、
子
ど
も
が
た
く

さ
ん
い
て
、
子
ど
も
た
ち
対
象
の

丘陵地帯のコースでたすきをつなぐ樹海駅伝競技大会。秋晴れの下、快走する地域住民

　
寿
光
園
で
、
定
期
的
に

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
指
導

し
て
い
る
の
は
、
富
良
野

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
（
工
藤
恭
子
代
表
）。
寿

光
園
と
の
交
流
は
今
年
で

９
年
目
。
最
近
は
、
お
年

寄
り
も
職
員
も
、
寿
光
園

の
一
員
の
よ
う
に
迎
え
て

く
れ
る
そ
う
で
す
。
６
年

前
か
ら
は
、
山
部
中
学
校

の
生
徒
が
授
業
の
一
環
と

し
て
加
わ
り
、
交
流
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
は
、
大
会
や
講
習
会

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、

高
度
な
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
「
本
格

派
グ
ル
ー
プ
」
と
、
簡
単
な
ダ
ン

ス
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
主
目
的

の
「
運
動
不
足
解
消
グ
ル
ー
プ
」

の
２
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。「
本

格
派
グ
ル
ー
プ
」
は
、
毎
年
　
曲
６０

も
の
新
た
な
楽
曲
の
ダ
ン
ス
を
習

得
す
る
そ
う
で
、
厳
し
い
練
習
も

あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー

プ
も「
と
に
か
く
楽
し
く
仲
良
く
」

を
基
本
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
体
験
し

た
方
が
、『
楽
し
か
っ
た
』『
ま
た

踊
り
た
い
』
と
言
っ
て
く
れ
る
と

『
よ
し
！
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
』
と
思

え
ま
す
」
と
話
す
代
表
の
工
藤
さ

ん
。
最
近
は
、
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭

り
の
ぶ
ど
う
踏
み
の
選
曲
と
振
り

レベルに合わせてレベルに合わせて笑笑
顔でダンス♪「楽し顔でダンス♪「楽しくく
仲良く」を合言葉仲良く」を合言葉にに

寿光園でお年寄りや生徒にダンス指導をする工藤さん（右）

■富良野フォークダンスサークル■
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行
事
を
主
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
子
ど
も
が
少
な
く
な
り
、
地

域
住
民
も
含
め
た
中
で
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
」
と
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
で
そ
の
実
態
に
合
わ
せ
、

形
を
変
え
な
が
ら
工
夫
し
て
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、「
各
大
会
を
運
営
す
る
の
も

な
ど
高
齢
者
向
け
の
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
す
。
ま
た
、
東
山
の
子
ど
も
た

ち
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
今
の
ま

ま
素
直
で
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
く

れ
た
ら
い
い
で
す
」
と
子
ど
も
を

見
守
る
あ
た
た
か
い
眼
差
し
を
浮

か
べ
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

人
集
め
が
大
変
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
姿
や
、
地
域
住
民

の
熱
く
な
っ
て
い
る
姿
を
見
る
こ

と
が
な
に
よ
り
」
と
苦
労
は
あ
る

が
、
各
取
り
組
み
の
成
果
に
充
実

し
た
様
子
。
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
は
、「
高
齢
化
が
一
層
進
む
中
で

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
る

人

　
山
部
南
陽
地
区
の
旧
山
部
第
二

小
学
校
跡
の
「
ア
ー
ト
フ
ァ
ー
ム

南
陽
館
」
に
備
前
焼
の
工
房
「
楽

葉
窯
（
ら
く
よ
う
が
ま
）」
を
構
え
、

陶
芸
家
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い

る
の
は
恒
枝
直
豆
さ
ん
。
岡
山
県

倉
敷
市
出
身
　
歳
。

３９

　
会
社
員
で
研
究
職
だ
っ
た
父
と

同
じ
進
路
を
た
ど
る
こ
と
が
当
た

り
前
の
よ
う
に
感
じ
、
愛
媛
大
学

工
学
部
に
入
学
。
在
学
中
は
旅
行

が
趣
味
で
、
休
み
の
た
び
に
方
々

へ
出
か
け
る
こ
と
が
何
よ
り
の
楽

し
み
で
し
た
。
そ
し
て
、
旅
先
で

ふ
れ
あ
う
人
た
ち
と
の
会
話
、
交

流
を
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、「
自

分
の
将
来
は
父
と
同
じ
会
社
員
で

な
く
て
も
良
い
の
で
は
？
」
と
考

え
る
よ
う
に
。
特
に
、
自
営
業
者

に
多
く
の
刺
激
を
受
け
た
と
振
り

返
る
恒
枝
さ
ん
。
旅
先
の
中
で
も

特
に
好
き
だ
っ
た
、
美
瑛
や
富
良

野
の
民
宿
や
飲
食
店
で
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
な
が
ら
生
活
を
し
た
時
期

も
あ
り
、
次
第
に
自
営
業
へ
の
思

い
を
強
く
し
て
い
き
ま
し
た
。

多くの出会いが糧となり陶芸作品に反映されます

良野に

　
大
学
卒
業
後
、
一
度
は
会
社
員

と
し
て
地
元
の
工
場
に
勤
め
ま
し

た
が
、
責
任
の
所
在
が
あ
い
ま
い

な
環
境
が
肌
に
合
わ
ず
１
年
で
退

職
。
そ
の
後
、
再
び
富
良
野
の
飲

食
店
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
小
学
生
の
と
き
に
陶
芸
店

を
営
む
母
と
訪
れ
た
窯
元
で
、
粘

土
遊
び
を
し
た
記
憶
が
よ
み
が
え

り
、
陶
芸
の
道
を
探
る
た
め
実
家

に
戻
り
ま
し
た
。

　
陶
芸
家
に
弟
子
入
り
し
、
し
ば

ら
く
し
て
師
匠
の
紹
介
で
県
の
陶

芸
研
修
施
設
に
入
っ
た
こ
ろ
、
転

機
が
訪
れ
ま
す
。
富
良
野
か
ら
突

然
の
連
絡
。「
廃
校
が
あ
る
ん
だ
け

ど
来
な
い
か
？
」
と
誘
い
を
受
け

ま
し
た
。
備
前
焼
の
世
界
の
窮
屈

さ
を
感
じ
て
い
た
恒
枝
さ
ん
は
、

「
北
海
道
で
焼
き
物
を
や
る
の
も

良
い
か
な
」
と
考
え
、
こ
の
と
き

陶
芸
家
へ
の
道
と
、
富
良
野
へ
の

移
住
を
は
っ
き
り
と
決
断
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
決
断
と
同
じ
く
し
て
、

長
年
お
付
き
合
い
を
し
て
い
た
奥

さ
ん
と
の
結
婚
を
決
意
し
、
心
機

一
転
、
陶
芸
家
と
し
て
の
新
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
南
陽
館
裏
の
元
教
職
員
住
宅
で
、

奥
さ
ん
と
小
学
生
の
娘
さ
ん
の
３

人
で
暮
ら
す
恒
枝
さ
ん
。
自
分
の

将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
悩
み
、
考

え
抜
い
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
語
る
表
情
は
、
満
足
感
に
あ
ふ

れ
て
見
え
ま
す
。

　
現
在
は
、
年
２
回
１
５
０
０
点

ほ
ど
の
作
品
を
１
週
間
か
け
て
焼

き
上
げ
る
大
仕
事
を
こ
な
し
な
が

ら
も
、
陶
芸
サ
ー
ク
ル
「
こ
ね
る

べ
」
の
講
師
を
務
め
、
も
の
づ
く

り
作
家
た
ち
が
集
ま
る
「
ふ
ら
の

ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

で
は
実
行
委
員
長
と
し
て
活
躍
す

る
な
ど
、
地
域
行
事
な
ど
に
も
精

力
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。「
近
所

は
す
べ
て
農
家
さ
ん
で
、
と
て
も

良
い
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
恒
枝
さ

ん
。
多
く
の
出
会
い
と
つ
な
が
り

か
ら
、
新
た
な
個
展
や
グ
ル
ー
プ

展
の
お
誘
い
も
あ
り
、
充
実
の
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

移る

富洩

陶芸工房「楽葉窯」。穏やかな表情で作
品と向き合う恒枝さん

恒枝 直豆さん
山部

つねき なおと

付
け
、
福
祉
施
設
で
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
任
さ
れ
る
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。「
全
道
の
愛
好
会
と

の
交
流
や
、
大
会
に
向
け
た
練
習

な
ど
で
忙
し
く
、
加
盟
し
て
い
る

富
良
野
文
化
協
会
の
お
手
伝
い
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
で

も
来
年
か
ら
は
、
少
し
余
裕
が
で

き
る
と
思
う
の
で
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
を
広
め
る
活
動
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
も
っ
と
力
を
入
れ

た
い
で
す
」
と
、
今
後
は
地
域
に

密
着
し
た
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

く
そ
う
で
す
。
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市民参加手続のコーナー

《パブリックコメント手続》意見募集期間 １１月２日(火)～２２日(月)

みなさんのご意見をお寄せください

原案を作成した理由

　この条例は、建築基準法第68条の２第１項の規定

に基づき、地区計画の区域内の建築物の用途、構造

及び敷地に関する制限を定めることで、適正な都市

機能と健全な都市環境を確保することを目的とし

ています。

　今回、東４条街区地区（フラノ・マルシェ北側）

の再開発事業を進めるにあたり、都市計画法に基づ

く地区計画が７月に決定されたことを受け、条例に

より建物の建て方のルールを定めるため、条例の関

連する部分などを改正しようとするものです。

原案の概要

　適正な都市機能と土地の高度利用を確保するた

め、建ぺい率や容積率の最高限度や容積率の最低限

度など、建物の建て方のルールなどを定めます。

市民への影響（検討の争点など）

　条例の一部改正が良好な都市環境の形成に資す

るものであるかどうか。

今後のスケジュール

◆平成２２年１２月　議会提案、審議予定

富
良
野
市
地
区
計
画
区
域
内
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
〈
概
要
〉

計画案（全文）の公表場所

◆行政情報コーナー（市役所１階 市民ロビー）◆都

市建築課窓口◆山部・東山支所窓口◆文化会館ロ

ビー◆図書館ロビー◆市ホームページ

意見を提出できる方

虚市内に住んでいる方

許市内で働いている方、学んでいる方

距市内に事業所がある法人やその他の団体

意見の提出方法

虚封書・ファックス・メールなどの書面（様式は自

由)・録音テープでお寄せください。

許担当課窓口に直接提出（郵送可）

距意見を提出するときは、住所・氏名などを記入し

てください。氏名などは公表しませんが、記入がな

い場合には回答できない場合もあります。

意見提出先／問合せ

都市建築課

〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号

　志３９‐２３１６　思３９‐２３３２

　電子メール　kenchiku-ka@city.furano.hokkaido.jp

市政
アラカルト

１１月NOVEMBER

　
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

１１　
毎
年
　
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

１１

で
す
。
昭
和
　
年
に
、
国
民
の
消
防
に
対

６２

す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

消
防
庁
が
制
定
し
ま
し
た
。

●
通
報
は
落
ち
着
い
て
正
確
に

　
富
良
野
消
防
署
（
富
良
野
市
）
で
取
り

扱
っ
た
１
１
９
番
通
報
の
受
信
件
数
は
、

平
成
　
年
度
１
年
間
で
７
５
３
件
（
１
日

２１

平
均
約
２
・
１
件
）
で
す
。
そ
の
う
ち
火

災
通
報
が
　
件
（
２
・
４
％
）、
救
急
・
救

１８

助
通
報
が
６
１
７
件
（
　
・
９
％
）
で
、

８１

緊
急
通
報
の
割
合
は
　
・
３
％
で
し
た
。

８４

　
消
火
活
動
や
救
急
・
救
助
活
動
は
、
１

分
１
秒
を
争
い
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
、
通
報
内
容
に
よ
っ
て
、

消
防
車
・
救
急
車
・
救
助
工
作
車
・
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
な
ど
の
出
動

（
要
請
）
を
行
い
ま
す
。

も
し
慌
て
て
、
場
所
な

ど
を
正
し
く
伝
え
ら
れ

な
け
れ
ば
、
消
防
車
両

な
ど
の
現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
い
、

被
害
が
拡
大
し
、
大
惨
事
に
な
っ
た
り
、

助
か
る
は
ず
の
命
が
助
か
ら
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

●
携
帯
電
話
で
通
報
し
た
場
合

　
携
帯
電
話
の
普
及
に
伴
い
、
屋
外
で
の

け
が
や
、
急
病
、
交
通
事
故
な
ど
、
携
帯

電
話
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
、
富
良
野
広
域
連
合
管
内
の
携

帯
電
話
で
の
受
信
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
富
良
野
市
・
南
富
良
野
町
・
占
冠
村
で

通
報
し
た
場
合
→
　
富
良
野
消
防
署

◆
上
富
良
野
町
・
中
富
良
野
町
で
通
報
し

た
場
合
→
　
上
富
良
野
消
防
署

　
各
市
町
村
の
境
界
付
近
で
は
、
電
波
と

ア
ン
テ
ナ
の
関
係
上
、
前
記
の
と
お
り
受

信
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
携
帯
電

話
で
の
通
報
時
は
、
必
ず
事
故
発
生
場
所

の
市
町
村
名
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
正
し
い
１
１
９
番
の
使
用
を

　
間
違
い
・
い
た
ず
ら
は
、
平
成
　
年
度

２１

１
年
間
で
　
件
（
５
・
１
％
）、
問
い
合
わ

３８

せ
・
そ
の
他
は
　
件
（
　
・
６
％
）
で
し

８０

１０

た
。
１
１
９
番
は
緊
急
通
報
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
で
す
の
で
、
火
災
・
救
急
・
救
助
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
の

一
般
加
入
電
話
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
火
災
・
救
助
に
つ
い
て
は
、
火

災
案
内
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
拶
２
３
‐

２
７
１
９
）
を
利
用
す
る
な
ど
、
正
し
い

１
１
９
番
の
使
用
に
協
力
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
消
防
署
　
拶
２
３
‐
５
１
１
９
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「市税等収納対策プロジェクト」
からのお知らせ

「市税等収納対策プロジェクト」とは、平成18
年度に市役所内に設置された組織で、未収金対
策を行っています。副市長を本部長とし、税務
課、都市建設課、上下水道課、保健医療課、こ
ども未来課などの職員で構成されています。

ププププププププ

今
月
の
納
税

今
年
度
の
差
押
の
状
況

　
平
成
　
年
度
、
市
税
な
ど
の
滞

２２

納
に
よ
り
差
押
処
分
を
行
っ
た
件

数
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
平
成
　２２

年
９
月
末
現
在
）

　
国
税
還
付
金
差
押
　
３
件

　
預
貯
金
差
押
　
　
　
　
件
１３

　
動
産
差
押
　
　
　
　
５
件

　
そ
の
他
差
押
　
　
　
２
件

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

参
加
申
込
の
ご
案
内

　
税
務
課
で
は
、
滞
納
に
よ
り
差

押
処
分
し
た
動
産
を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
る
公
売
に
出

品
し
て
お
り
、
平
成
　
年
度
第
７

２２

回
参
加
申
し
込
み
が
、　

月
　
日

１１

１２

～
　
日
の
期
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

２４
　
出
品
物
な
ど
の
く
わ
し
い
内
容

は
、
期
間
内
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
各
種
問
い
合
わ
せ
先
】

税
金
・
保
険
料
（
税
務
課
／
市
税
等

収
納
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
）

拶
３
９
‐
２
３
０
２

公
営
住
宅
使
用
料
（
都
市
建
築
課
）

拶
３
９
‐
２
３
１
６

上
下
水
道
料
金
（
上
下
水
道
課
）

拶
３
９
‐
２
３
１
７

保
育
料
（
こ
ど
も
未
来
課
）

拶
３
９
‐
２
２
２
３

納
付
期
限
　
　
月
　
日
鰹火 

１１

３０

　
（
口
座
振
替
日
も
同
日
で
す
）

毅
固
定
資
産
税
第
３
期

毅
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期

毅
介
護
保
険
料
第
５
期

毅
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
５
期

　税務課では、収納対策として、また納税相談の機会を増や

すため、１１月の１カ月間、毎週木曜日夜８時までの夜間窓口

を開設します。日中、時間がとれずに納税相談する機会がな

い方や、市税納付など、お気軽にご利用ください。

　  開設日　１１月の木曜日（４日、１１日、１８日、２５日）

　  時　間　夜８時まで

　  場　所　市役所１階　９番窓口（納税係）

納税係よ納税係よりり
　滞納処分（差押）を行ったあとで、ようやく本

人から連絡がきて事情を聞くと、「住民税の申告

をしていなかった」「新しい職場で健康保険証を

もらったから、国保税は関係ないと思っていた」

「バイクは知人に譲ったので、軽自動車税は自分

じゃないと思っていた」など・・・

　必要な手続きを済ませていれば、差押処分を必要な手続きを済ませていれば、差押処分を受受

けずに済んだ方もいますけずに済んだ方もいます。。まずは、連絡を！まずは、連絡を！

　
　
月
　
日
よ
り
　
日
ま
で
「
税

１１

１１

１７

を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
全
国

各
地
に
お
い
て
、
各
種
行
事
が
行

わ
れ
ま
す
。
富
良
野
市
で
も
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
税
を
身
近
な
も

の
と
し
て
考
え
、
税
の
意
義
や
役

割
を
正
し
く
認
識
し
、
税
務
行
政

へ
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
毎
年
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
書
道
展
の
実
施
】

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」の
期
間
中
、

市
内
児
童
・
生
徒
の
税
に
関
す
る

書
道
作
品
を
、
文
化
会
館
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
、
東
山
支
所
に
展

示
し
て
い
ま
す
。

　納付が遅れる場合や、事情があって納付できない場合な

どは、そのまま放置せず、必ず納税係に相談ください。

　税の公平・公正を期すために、相談のないまま未納を放

置すると、給与や預貯金、不動産や動産などの財産を差し

押える滞納処分を行います。

１１月の毎週木曜日

　 夜間納税相談窓口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を開設します

「
税
を
考
え
る
週
間
」
富
良
野
市
で
の
取
り
組
み
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森の朗読。情景ふくらむ語りと音色

劇工場で１０月１７日、富良野森の朗

読“１０分間劇場”（富良野メセナ

協会主催）が開かれ、来場者は、個性溢

れる語り手の朗読とそれぞれの物語に

合わせた楽器の演奏に聞き入りました。

数学者秋山仁さんら語り手と楽器奏者

のペア8組が披露。当別町から来られた

女性は「昨年も来て、とても良かったの

で今年も来ました。楽器と物語が見事に

調和し、引き込まれました」とにっこり。

演

東
山
、
観
光
へ
の
第
一

東
山
、
観
光
へ
の
第
一
歩歩

地
域
、
民
間
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

地
域
、
民
間
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
てて

西
達
布
つ
つ
じ

西
達
布
つ
つ
じ
園園
を
整
を
整
備
。
備
。

観
光
地
と
し
て
再
活

観
光
地
と
し
て
再
活
用用月

８

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月

８

日
、、

１０１０
製
薬
会
社
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
製
薬
会
社
ア
スス

　
　
　
　
　
　
　
　
トト
ラ
ゼ
ネ
カ
㈱

ラ
ゼ
ネ
カ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
の
社
員

人
が

の
社
員
　
人
が

３０３０

社

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会会
貢
献
事
業

貢
献
事
業

と
し
て
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
、
地
域域

住
民
と
『
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
と
『
つ
つつ

じ
園
』
の
草
刈
り
や
枝
払
い
作
業

じ
園
』
の
草
刈
り
や
枝
払
い
作
業
をを

行
い
ま
し
た
。
昼
食
に
は
地
元
食

行
い
ま
し
た
。
昼
食
に
は
地
元
食
材材

を
味
わ
い
、
地
域
の
方
々
と
交
流

を
味
わ
い
、
地
域
の
方
々
と
交
流
。。

『
つ
つ
じ
園
』
は
、
今
後
観
光
資
源

『
つ
つ
じ
園
』
は
、
今
後
観
光
資
源
のの

一
つ
と
し
て
活
用
し
て
い
く
予
定

一
つ
と
し
て
活
用
し
て
い
く
予
定
。。

東
山
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー
開

東
山
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー
開
催催

月

日
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ

　
　
月
　
日
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベベ

１０１０

１６１６

ン
ト
ン
ト
『『
東
山
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー

東
山
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー
』』

が
行
わ
れ
、
初
開
催
と
な
る
今
回

が
行
わ
れ
、
初
開
催
と
な
る
今
回
、、

市
民
な
ど

人
が
参
加
し
、
農
村

市
民
な
ど
　
人
が
参
加
し
、
農
村
風風

３５３５

景
と
赤
や
黄
に
色
づ
い
た
紅
葉
を

景
と
赤
や
黄
に
色
づ
い
た
紅
葉
を
楽楽

し
み
ま
し
た
。
東
山
を
観
光
で
活

し
み
ま
し
た
。
東
山
を
観
光
で
活
性性

化
さ
せ
よ
う
と
市
国
際
観
光
促
進

化
さ
せ
よ
う
と
市
国
際
観
光
促
進
協協

議
会
が
主
催
し
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

議
会
が
主
催
し
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
をを

東
山
の
一
つ
の
観
光
資
源
と
し
て

東
山
の
一
つ
の
観
光
資
源
と
し
て
洗洗

練
し
て
い
く
考
え
。
参
加
し
た
山

練
し
て
い
く
考
え
。
参
加
し
た
山
部部

在
住
の
大
川
あ
ゆ
子
さ
ん
は
「
変

在
住
の
大
川
あ
ゆ
子
さ
ん
は
「
変
化化

の
あ
る
景
色
が
良
か
っ
た
で
す
。

の
あ
る
景
色
が
良
か
っ
た
で
す
。
普普

段
、
車
で
通
る
け
ど
、
歩
い
て
み

段
、
車
で
通
る
け
ど
、
歩
い
て
み
なな

い
と
良
さ
が
分
か
り
ま
せ
ん
ね
」

い
と
良
さ
が
分
か
り
ま
せ
ん
ね
」
とと

い
つ
も
と
は
違
う
角
度
で
東
山
を

い
つ
も
と
は
違
う
角
度
で
東
山
を
満満

喫
。
ゴ
ー
ル
で
は
地
元
野
菜
で
作

喫
。
ゴ
ー
ル
で
は
地
元
野
菜
で
作
っっ

た
豚
汁
な
ど
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た

た
豚
汁
な
ど
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。。

地
元
の
若
者

地
元
の
若
者
がが
誘
導
や

誘
導
や
炊
き
炊
き
だだ
しし

　
農
家
の
後
継
者
な
ど

、

農
家
の
後
継
者
な
ど
　
、　

代
の
代
の

２０２０

３０３０

若若
者者
８
人
が
コ
ー
ス
誘
導
や

８
人
が
コ
ー
ス
誘
導
や
豚豚
汁
を
汁
を

つ
く
り
、
参
加
者
を
歓
迎
し
ま
し
た

つ
く
り
、
参
加
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。。

受
け
入
れ
ス
タ
ッ
フ
の
小
笠
原
博

受
け
入
れ
ス
タ
ッ
フ
の
小
笠
原
博
ささ

んん
はは
「
来
年
以
降
、
継
続
し
て
や

「
来
年
以
降
、
継
続
し
て
や
るる

に
は
地
域
が

に
は
地
域
が
関関

わ
っ
て
い
か

わ
っ
て
い
か
なな

いい
とと
」
と
取

」
と
取
りり

組
み
に
積
極

組
み
に
積
極
的的

に
関
わ
り
、

に
関
わ
り
、
地地

域
を
盛
り
上

域
を
盛
り
上
げげ

て
い
き
ま
す

て
い
き
ま
す
。。

樹
海
中
、
自
作
の
カ
ボ
チ
ャ
を
販

樹
海
中
、
自
作
の
カ
ボ
チ
ャ
を
販
売売

樹
海
中
の
生
徒
た
ち
は

　
樹
海
中
の
生
徒
た
ち
は
、、
自
分
た

自
分
た

ち
が
精
魂
込
め
て
作
っ
た
カ
ボ
チ

ち
が
精
魂
込
め
て
作
っ
た
カ
ボ
チ
ャャ

を
参
加
者
に
販
売
し
ま
し
た

を
参
加
者
に
販
売
し
ま
し
た
。。

樹
海
中
は
、
今

　
樹
海
中
は
、
今
回回
ゴ
ー
ル
と
な
っ

ゴ
ー
ル
と
な
っ

た
パ
ー
ク
ゴ

た
パ
ー
ク
ゴ
ルル

フ
場
で
７
月

フ
場
で
７
月
かか

ら
土
日
限
定

ら
土
日
限
定
のの

野
菜
の
直
売

野
菜
の
直
売
所所

をを
地
元
農
家

地
元
農
家
のの

方方
々々
と
共
同

と
共
同
でで

出
店
し
て
い

出
店
し
て
い
まま

し
た
し
た
。。

レーで富良野のＰＲ活動などを

行うふらのカレンジャー娘（緑峰

高校園芸科学科家庭科班）が、日本学校

農業クラブ全国大会の「文化・生活」区

分で文部科学大臣賞（最上位）を受賞し

ました。学校給食との関わりなど、歴代

のカレンジャー娘が６代にわたって積

み上げてきた取り組みを発表した小澤

さん（代表）ら４人は、受賞の喜びを能

登市長に報告しました。

｢カレンジャー娘｣が文部科学大臣賞受賞

カ

左から藤山さん、中森さん、小澤さん、大谷さん
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まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

着物のメリンス

などの生地をリ

サイクルしてタ

ペストリーや置

き物などを作っ

ています。写真

の木製のテーブ

ルとベンチは主

人の手作りです。

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんの応募をお待ちしています。

応募、問い合わせは･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

シーズンを締めくくる少年野球大会

線小学生の秋季野球交流大会が

10月9日山部の市民野球場で開催

されました。この大会は公式戦が終

わった6年生の最後の大会で、沿線の11

チーム84人が混成6チームを編成、今ま

での練習の成果が発揮され好プレーを

連発しました。普段プレーすることの

ない大きな球場で、小学生最後の思い

出と、これをきっかけに中学生になっ

ても野球を続けてくれればと、大会を

運営する関係者は期待を寄せます。

沿

占冠村

道の駅「自然体感しむかっぷ」

　道の駅「自然体感しむかっぷ」
には、自然や動物のパネルのほか
レストランやお土産店が並んでい
ます。また、道の駅のポケットパー
クには大きな寒暖計が設置されて
おり、寒暖計には、その年の占冠
村の最低気温が表示されています。
可愛い雪ダルマが乗っている寒暖
計。記念撮影にいかがでしょうか。

鰹問 観光協会 拶39‐8010

南富良野町

カーリングに挑戦しませんか？

　空知川スポーツリンクスカーリ
ング場が１１月１日にオープンしま
した。トリノオリンピックで一躍
脚光を浴び、その魅力は見る人を
虜にしました。「氷上のチェス」ま
たは「氷上のビリヤード」とも呼
ばれ、知的で奥の深いスポーツで
す。ぜひ、あなたもカーリングに
挑戦してみませんか？

鰹問 空知川スポーツリンクス

 拶53‐2449

上富良野町
温泉で癒されてみませんか？

吹き上げ温泉の湯

　十勝岳温泉郷にある「吹上露天
の湯」で疲れを癒しませんか。一
面の雪景色を堪能しながらの露天
風呂は、最高です。ぜひ家族で十
勝岳の大自然と温泉をご堪能くだ
さい。また、雪が降ることも考え
られますので、運転には十分気を
つけてお越しください。

鰹問 産業振興課 拶45-6983

中富良野町

なかふらの産クリーン米
「みのりの大地から」を食べてみませんか

　できるかぎり農薬を使わない安
全・安心な平成２２年産高品質一等
米（玄米でＪＡ低温倉庫貯蔵）を
直前に精米してお届けします。
　クリーン米の生産者は、安全の
ための努力を惜しみなく行ない、
高い品質のクリーン米を育てまし
た。生産者のまごころがこもった
クリーン米をぜひご賞味ください。

鰹問 地域水田農業推進協議会
拶44－2402

「 着物をリメイク
　　タペストリー」

渡辺君枝さん
（東山あかしや）

民植樹祭が１０月２３日ベベルイ（原

始の泉付近）で行われ、青く広が

る秋晴れの空の下、多くの市民が森づく

りに汗を流しました。７年目となる今回

用意された苗木は、ミズナラ、イタヤカ

エデ、シラカバなど１１種類３００本。１時

間かけて１本ずつ丁寧に植えていきま

した。ボーイスカウトからの参加者もあ

り、親子で協力して植える 微  笑 ましい姿
ほほ え

が見られました。

自分たちの未来のために。子どもたちも植樹に参加

市
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消費者相談 Ｑ＆Ａ

消費生活センターと山部支所、東山支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

ホームタンク洗浄　（３０代 女性）

消費者相談・ダイヤル交換市は

架富良野市消費生活センター
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６

 　月～金  午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

　　　「ホームタンクを洗浄しませんか」とチラシを持

　　　った男性が訪問してきました。タンク洗浄なら

5,500円、フィルター交換込みだと6,500円と書かれて

います。この業者は信用できるでしょうか。また自宅

のホームタンクは洗浄などしたことがありませんが、

そもそもホームタンクの洗浄は必要ですか。どれくら

いの頻度でするものでしょうか。

　　　訪問男性は札幌近郊の業者でした。この業者の

　　　信用性についてセンターがお答えすることはで

きません。ただしこのままではストーブが故障する・

火事になると不安をあおったり、洗浄作業は今日しか

できない・今だけ特別料金などと言って契約を急がせ

るような訪問販売業者には気をつけるべきです。訪問

販売では工事の後になって高額な料金を請求する、故

障などが発生しても応じてくれない、または業者と連

絡が取れないなどのトラブルになることもあるからで

す。ホームタンクは、サビや水の浸入で不完全燃焼を

引き起こしたり、凍結の原因にもなりますので点検は

必要です。簡単な確認方法では、タンクの下について

いるストレーナ（ろ過装置）の中のフィルターが汚れ

ていれば洗浄の時期です。また、５年に一回程度を目

安にします。洗浄料金などくわしいことは、購入契約

をしている灯油販売店に確認ください。

Ｑ

A

Ａ

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

ごみＱ＆Ａ寄付  ありがとうございます

富良野市へ

富良野ライオンズクラブ
　　金満緑地公園　ニトリザクラ

　　　30本（52万円相当）

伊藤　功さん　油絵１点（Ｆ１００）

博物館へ

石橋　恭子さん
　　下駄１点、雪下駄１点

長江　富士男さん
　　イトウ剥製１点

西村　富治夫さん
　　蚊帳１点、ジンギスカン鍋２点

日下　民子さん
　　木彫り熊１点

枝は、１メートル×30センチ以内にして、荒縄や麻ひもなど

天然素材のひもで縛ってください。プラスチック製の結束バ

ンドやロープは使用しないでください。

Ｑ警告シールを貼られ、ごみステーションに残された場合は、
どのようにしたら良いですか？

Ｑ剪定枝は、どのように出したら良いですか？

 譲
り
ま
す
 

捌
エ
レ
ク
ト
ー
ン
捌
本
棚
捌
電
気
炊
飯
器

捌
ピ
ア
ノ
捌
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
捌
ベ
ッ

ド
カ
バ
ー
（
シ
ン
グ
ル
）

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
冷
蔵
庫
（
小
）
捌
ベ
ビ
ー
用
品
（
男
子
）

捌
女
性
用
は
か
ま
（
Ｍ
）・
和
装
用
ボ
デ
ィ

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

Ａ
再度分別しなおして、次の収集日に出してください。

シールをはがすか、シール上にマジックで「再分別済」また

は「×」と記せば、その袋を再利用して排出できます。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

●細菌性髄膜炎のワクチン接種を

●
細
菌
性
髄
膜
炎
っ
て
？

　
体
の
中
で
最
も
大
切
な
部
分
と

も
い
え
る
、
脳
や
脊
髄
を
包
ん
で

い
る
膜
を
髄
膜
と
い
い
、
こ
の
髄

膜
の
中
に
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
感

染
し
て
炎
症
が
起
こ
る
病
気
が
髄

膜
炎
で
す
。
髄
膜
炎
に
は
、
細
菌

が
原
因
の
『
細
菌
性
髄
膜
炎
』
と

ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
原
因
の
『
無
菌

性
髄
膜
炎
』
が
あ
り
ま
す
が
、
治

療
後
の
経
過
が
悪
く
後
遺
症
が
残

る
な
ど
、
特
に
問
題
と
な
る
の
が

『
細
菌
性
髄
膜
炎
』
で
す
。

　
細
菌
性
髄
膜
炎
の
初
期
症
状
は
、

発
熱
や
嘔
吐
、
不
機
嫌
、
け
い
れ

ん
な
ど
で
、
風
邪
な
ど
と
症
状
が

似
て
い
る
た
め
、
早
期
に
診
断
す

る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
病
気
で

す
。
日
本
で
は
、
年
間
約
１
０
０

０
人
の
子
ど
も
が
か
か
っ
て
い
る

と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
約
７
％
が

死
亡
し
、
約
　
％
に
発
達
の
遅
れ
、

３０

て
ん
か
ん
、
難
聴
な
ど
の
後
遺
症

が
残
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
５
歳
未
満
の
乳
幼
児
に

　
細
菌
性
髄
膜
炎
の
原
因
と
な
る

細
菌
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

原
因
の
　
・
３
%
と
半
分
以
上
を

６０

占
め
て
い
る
の
が
『
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌
ｂ
型
』
と
い
う
細
菌
で
、

略
し
て
『
Ｈ
ｉ
ｂ
（
ヒ
ブ
）』
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。『
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
』
と
は
全
く
別
の
細

菌
で
す
。
ま
た
、
原
因
の
　
・
１

３１

%
を
占
め
て
い
る
の
が
、『
肺
炎
球

菌
』
で
す
。

　
Ｈ
ｉ
ｂ
も
肺
炎
球
菌
も
多
く
の

子
ど
も
の
鼻
の
奥
や
の
ど
に
い
る

身
近
な
菌
で
す
。
普
段
は
お
と
な

し
く
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の

体
力
や
抵
抗
力
が
落
ち
た
と
き
な

ど
に
、
い
つ
も
は
い
な
い
と
こ
ろ

に
入
り
込
ん
で
、
細
菌
性
髄
膜
炎

を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
病
気
（
感

染
症
）
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
細
菌
性
髄
膜
炎
は
、
５
歳
未
満

の
乳
幼
児
が
か
か
り
や
す
く
、
特

に
Ｈ
ｉ
ｂ
に
よ
る
細
菌
性
髄
膜
炎

は
、
生
後
３
カ
月
か
ら
２
歳
に
な

る
ま
で
が
過
半
数
を
占
め
ま
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可
能
に

　
Ｈ
ｉ
ｂ
と
肺
炎
球
菌
に
よ
る
細

菌
性
髄
膜
炎
を
は
じ
め
と
す
る
病

気
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
で

は
、
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
は
平
成
　２０

年
　
月
よ
り
（
２
カ
月
～
５
歳
未

１２
満
を
対
象
）、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

は
今
年
２
月
よ
り
（
２
カ
月
～
９

歳
以
下
対
象
）、
任
意
で
自
己
負
担

に
よ
り
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

お元気ですか　保健師　です

仲良し兄妹仲良し兄妹♪♪
お父さんのコピー二人ですお父さんのコピー二人です。。

糸山糸山　　咲 咲 さんさん　(２歳(２歳））
ささきき

　　　颯一 颯  一 さんさん　(５歳）(５歳）　若葉若葉町町
そういそう いちち

左から

やっぱりうちやっぱりうちのの
ラーメンが一番ラーメンが一番ねね竃竃

那須那須　一花 一  花 さんさん
いちいち かか

(１歳　　　　　　(１歳））

　　　　　　　東東町町
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このページは広告料収入で作成しています

く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

献
血
は
   　
　
　
　
　
　
　

　
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
次
の
日
程
で
、
移
動
献
血
車
「
ひ

ま
わ
り
号
」
が
各
会
場
を
巡
回
し

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

鰹問 
保
健
医
療
課拶

３
９
‐
２
２
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

生
ご
み
の
収
集
を
お
休
み

し
ま
す
（
３
日
間
）

　
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
設
備
点

検
の
た
め
、
生
ご
み
の
収
集
を
休

止
し
ま
す
。

休
止
期
間
　
　
月
　
日
鰹木 
～
　
日

１１

１８

２０

鰹土 
の
３
日
間

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

鰹問 
市
民
環
境
課拶

３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

生
活
ご
み
排
出
の
モ
ラ
ル

に
つ
い
て

　
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
の
店
舗
前
に
設
置
し
て
あ

る
ご
み
箱
に
、
生
活
ご
み
を
入
れ

る
方
が
い
る
よ
う
で
、
お
店
の
方

が
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
で
出
た
ご
み
は
、
き

ち
ん
と
分
別
し
て
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
指
定
さ
れ
た
場
所

に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
市
民
環
境
課拶

３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ス
ト
ー
カ
ー
・
配
偶
者
暴
力

か
ら
あ
な
た
を
守
る
た
め
に

　
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
や
配
偶
者
暴

力
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
被
害
が
深
刻

に
な
る
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
、
警
察
署
の
相
談
窓
口
、

ま
た
は
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
９
１

１
０
」
へ
。

　
現
在
、
被
害
者
保
護
の
た
め
の

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
制
限
な
ど
の

支
援
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
ー
カ
ー
や
配
偶
者
暴
力
を
受

け
て
い
る
被
害
者
な
ど
の
居
所
を
、

　ボケてもいいんじゃな

い？元ライターと元グラ

フィックデザイナーのふ

たりの新米介護スタッフ

が見た、笑えて泣ける認

知症の世界を、マンガを

交えて紹介する。

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

　　毎週月曜日
　　３日鰹水 ・２３日鰹火 ・２６日鰹金 

１１月の休館日

２階展示ホール　

　古布遊会　１１月２日鰹火 ～１４日鰹日 

２階多目的ホール　

　おはなし会　　　　１１月１３日鰹土  午前１０時３０分

　英語のおはなし会　１１月２０日鰹土  午前１０時３０分

１階おはなしコーナー　

　どんぐりおはなし会　　毎週水曜日 午後３時

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

●児童書（新着）

乙武　洋匡だいじょうぶ３組

宮西　達也シニガミさん

天野　喜孝プチトマトの誕生日

●一般書（新着）

高橋　克彦風の陣　（裂心篇）

火坂　雅志業政駈ける

加
害
者
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
措
置
で
す
。
く
わ
し
く

は
、
警
察
署
、
交
番
・
駐
在
所
、

市
町
村
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

鰹問 
富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
０
１
１
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
推

進
に
つ
い
て

　
児
童
虐
待
に
よ
り
、
尊
い
子
ど

も
の
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な

事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

「
し
つ
け
の
つ
も
り
は

　
　
　
　
親
の
言
い
訳
で
す
」

　
児
童
虐
待
防
止
に
は
、
子
ど
も

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

図書館だより図書館だより

すみません。介護の
しごと、楽しいです。
のち　りょうこ・文

大越　京子・マンガ

今月の注目の今月の注目の本本

広告①

ところとき（１１月）

コープさっぽろ富良野店
１０：００～１３：００
１４：００～１６：３０

５日鰹金 

ふらの農協山部支所駐車場
旭川信金富良野支店前
富良野協会病院駐車場

１０：００～１１：４０
１３：００～１４：２０
１４：４０～１６：３０

８日鰹月 

商工会議所前
ふらの農協本所駐車場
富良野緑峰高等学校

１０：００～１１：４５
１３：００～１４：３０
１４：５０～１６：３０

９日鰹火 

富良野市役所
新富良野プリンスホテル

１０：００～１４：００
１４：３０～１６：３０

１０日鰹水 
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・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故

　
防
止

◆
凍
結
路
面
な
ど
の
ス
リ
ッ
プ
事

　
故
の
防
止

◆
交
差
点
の
交
通
事
故
防
止

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

鰹問 
市
民
環
境
課
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す

　
「
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受

給
す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相

続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分

に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
課
税
対

広告②広告③

象
に
な
ら
な
い
」
と
す
る
最
高
裁

判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
に
か
か

る
税
務
上
の
取
り
扱
い
を
改
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
　
年
分
か

１７

ら
平
成
　
年
分
ま
で
の
所
得
税
が

２１

納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
方
は
、

そ
の
分
が
還
付
さ
れ
ま
す
。
お
手

数
で
す
が
、
必
要
な
手
続
を
お
願

い
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.n
ta
.g

o
.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
税

務
署
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
税
務
署

拶
２
２
‐
２
１
４
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

過
重
労
働
と
賃
金
不
払
い

残
業
の
解
消
の
た
め
に

　
　
月
は
「
労
働
時
間
適
正
化

１１
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で
す
。
全

国
一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開

設
し
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ア
ル

　
　
月
６
日
鰹土 

１１
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

拶
0
1
2
0
‐
7
9
4
‐
7
1
3

鰹問 
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
監

督
課

拶
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
月
は
労
働
保
険
適
用
促

１１進
強
化
期
間
で
す

　
事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
労
働
保

険
の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
。
労

　
子
ど
も
の
サ
イ
ン
を
見
落
と
し

て
は
い
ま
せ
ん
か
？

◆
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る

◆
着
衣
や
髪
の
毛
が
い
つ
も
汚
れ

　
て
い
る

◆
表
情
が
乏
し
い

◆
お
ど
お
ど
し
て
い
る

◆
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
に
な
る

◆
親
を
避
け
よ
う
と
す
る

◆
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い

　
る
　
ち
ょ
っ
と
し
た
「
目
く
ば
り
」

「
気
く
ば
り
」
で
、
子
ど
も
を
虐
待

か
ら
救
え
ま
す
。
お
か
し
い
と
感

じ
た
ら
、
迷
わ
ず
警
察
や
児
童
相

談
所
、
市
町
村
窓
口
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

「
聞
こ
え
る
よ

　
耳
を
す
ま
せ
ば
心
の
叫
び
」

鰹問 
富
良
野
警
察
署
　

拶
２
２
‐
０
１
１
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

冬
の
交
通
安
全
運
動

【
期
間
】　
　
月
　
日
鰹金 
～
　
日
鰹日 

１１

１２

２１

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全

意
識
を
高
め
、
地
域
・
職
場
・
家

庭
な
ど
で
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

◆
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◆
夕
暮
れ
ど
き
と
夜
間
の
歩
行
中

いじめや差別など、人権に関
する悩みごとは人権擁護委員に！

　富良野市では、現在５人
の人権擁護委員が、人権に
関する身の上相談などの積
極的な活動を行っています。
人権擁護委員は、みなさん
のとても身近な相談相手で
す。
　このたび10月1日付けで、
山田淳二さんが新たに人権擁護委員に委嘱され、髙井
敏子さんが再委嘱されました。
　人権に関する悩みごと、心配ごとなどがありました
ら気軽に相談ください。相談は無料で、内容について
の秘密は厳守されす。

覚人権擁護委員とは、法務大臣が委嘱した民間の委員で、地
域に根ざした活動を行っている人たちが、地域の中で人権思
想を広め、人権侵害が起きないように見守り、人権を擁護し
ていくために設けられたものです。

　　　　　　鰹問 市民相談室（市民環境課）拶３９‐２３０１

電話番号住　所氏　名

２２‐４７９１北麻町6番1号天 日　　 守さん

２２‐２８５４栄町8番7号髙 井　敏 子さん

４２‐２１６１山部市街地藤 田　幸 恵さん

２２‐５５３６花園町2番14号荒 木 美恵子さん

２３‐２９４５下御料山 田　淳 二さん
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講
師
　
東
京
大
学
准
教
授
北
海
道

演
習
林
長
　
芝
野
 博
文
さ
ん

主
　
催
　
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林

共
　
催
　
富
良
野
地
区
広
域
市
町
村

圏
振
興
協
議
会
・
森
林
総
合
研
究
所
・

北
海
道
大
学
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー

学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｓ

Ｕ
Ｓ
）

申
込
み
　
演
習
林
へ
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林

拶
４
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
３
回
  　
　
　
　
　
　
　
　

「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
・
華
酔
祭
」

　
ふ
ら
の
ワ
イ

ン
の
新
酒
を
発

売
日
の
前
日
に

楽
し
む
会
で
す
。

「
新
酒
富
良
野
」
と
料
理
の
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
（
組
み
合
わ
せ
）
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹火 

１１

１６

　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス

会
　
費
　
３
５
０
０
円
（
税
込
）

定
　
員
　
先
着
１
０
０
人
　

※
ワ
イ
ン
工
場
で
前
売
り
券
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。（
当
日
券
は
あ
り
ま

せ
ん
）

鰹問 
ワ
イ
ン
工
場

拶
２
２
‐
３
２
４
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売

会
の
開
催
に
つ
い
て

　
全
国
の
刑
務
所
で
受
刑
者
が
製
作

し
た
家
具
な
ど
の
展
示
即
売
を
行
い

ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹土 
・
　
日
鰹日 

１１

１３

１４

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

と
こ
ろ
　
㈱
ダ
イ
イ
チ
上
富
良
野
店

　
　
　
　
　
（
拶
３
９
‐
４
１
０
０
）

鰹問 
財
団
法
人
矯
正
協
会
　
刑
務
作
業

協
力
事
業
部
旭
川
地
方
事
務
所

拶
０
１
６
６
‐
５
８
‐
７
０
３
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

全
市
高
齢
者
親
睦
囲
碁
大
会

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹金 

１１

２６

　
　
　
　
受
付
午
前
９
時
　
分
～

３０

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
　
富
良
野
市
在
住
の
お
お

む
ね
　
歳
以
上
の
方

６０

参
加
料
　
８
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

※
当
日
支
払
い

競
技
方
法
　
４
局
打
ち
切
り

入
　
賞
　
６
位
ま
で

働
保
険
に
加
入
し
て
、
従
業
員
の

方
々
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
に
し

ま
し
ょ
う
。

労
働
保
険
と
は
・
・
・

　
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称
で
、

労
働
者
の
生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増

進
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
国
が

直
接
管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

鰹問 
北
海
道
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

適
用
室

拶
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

鰹問 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
良
野
　

拶
２
３
‐
４
１
２
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

裁
判
員
制
度
説
明
会
及
び
裁

判
員
裁
判
法
廷
見
学
会

と
　
き
　
　
月
９
日
鰹木 

１２

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
　
分
１５

　
※
法
廷
見
学
会
は
午
後
３
時
か
ら

と
こ
ろ
　
旭
川
地
方
・
家
庭
裁
判
所

１
号
法
廷
（
旭
川
市
花
咲
町
４
丁
目
）

定
　
員
　
先
着
　
人
４８

内
　
容
　
裁
判
員

制
度
の
説
明
と
裁

判
員
裁
判
法
廷
の

見
学

講
　
師
　
裁
判
官

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

鰹問 
旭
川
地
方
・
家
庭
裁
判
所
総
務
課

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
６
２
５
５

催

し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

あ
つ
ま
れ
！
  　
　
　
　
　
　

  親
子
元
気
ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１１

２１

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

と
こ
ろ
　
上
富
良
野
町
社
会
教
育
総

合
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
小
学
生
以
上
（
託
児
あ
り
）

参
加
料
　
無
料

内
　
容

「
大
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

講
演
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
人
づ
く

り
」
講
師
　
㈲
ゴ
ー
ア
ヘ
ッ
ド
ジ
ャ

パ
ン
　
遠
藤
 友
彦
さ
ん

「
子
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

（
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
、
ロ
ー
プ
ロ

ケ
ッ
ト
、
Ｔ
ボ
ー
ル
野
球
盤
な
ど
）

申
込
み
　
　
月
　
日
鰹金 
ま
で
に
電
話

１１

１２

か
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
文
化
会
館
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

観
覧
募
集
！
子
ど
も
た
ち
を
応

援
に
き
ま
せ
ん
か
？

■
「
青
少
年
表
彰
」
表
彰
式

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹火 

１１

２３

　
　
　
　
（
勤
労
感
謝
の
日
）

　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

内
　
容
　
模
範
と
な
る
活
動
を
し
て

い
る
青
少
年
の
個
人
・
団
体
に
対
す

る
表
彰
で
す
。
今
回
表
彰
を
受
け
る

の
は
３
団
体
で
、
山
部
小
学
校
、
山

部
中
学
校
、
富
良
野
東
中
学
校
野
球

部
で
す
。

■
子
ど
も
未
来
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１１

２８

　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

内
　
容
　
６
グ
ル
ー
プ
（
　
人
）
の

３０

参
加
者
が
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
発
表
し
ま
す
。
過
去
に
発
表
さ

れ
た
提
言
の
一
部
は
実
際
に
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

鰹問 
文
化
会
館
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
地
区
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
富
良
野
地
方
の
美
し
い
農
山

村
景
観
維
持
の
た
め
に
」

　
若
々
し
く
力
強
い
農
山
村
と
魅
力

的
な
観
光
都
市
の
発
展
を
願
っ
て
、

専
門
の
講
師
と
地
域
住
民
の
み
な
さ

ん
が
一
緒
に
考
え
る
会
で
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹金 

１１

２６

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

参
加
料
　
無
料

内
　
容

「
新
し
い
里
山
に
つ
い
て
」

　
講
師
　
北
海
道
大
学
教
授
Ｃ
Ｅ
Ｎ

Ｓ
Ｕ
Ｓ
副
セ
ン
タ
ー
長
　
大
崎
 満

さ
ん

「
南
富
良
野
町
に
お
け
る
特
定
中
山

間
保
全
整
備
事
業
」

　
講
師
　
森
林
総
合
研
究
所
東
北
北

海
道
整
備
局
南
富
良
野
事
業
所
長
　

河
野
 健
二
さ
ん

「
失
わ
れ
ゆ
く
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
の

景
観
と
Ｅ
Ｕ
の
対
応
」

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
先
立
ち
、

現
地
検
討
会
「
東
山
地
区
の
農

山
村
景
観
の
変
化
の
実
情
」
を

行
い
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹金 

１１

２６

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

と
こ
ろ
　
東
京
大
学
北
海
道
演

習
林
山
部
事
務
所
講
義
室

報
告
者
　
糸
山
健
介
さ
ん
（
北
大
）

　
　
　
　
芝
野
博
文
さ
ん
（
東
大
）

定
　
員
　
先
着
　
人
２０

※
　
月
　
日
鰹金 
ま
で
に
、
は
が

１１

１９

き
（
電
話
番
号
を
記
載
）
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。
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申
込
み
　
　
月
　
日
鰹月 
ま
で
に
直
接

１１

２２

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

鰹問 
富
良
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

拶
２
２
‐
２
０
０
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
チ
ャ
ペ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
「
秋
を
歌
う
」

　
秋
の
歌
を
中
心
に
し
た
デ
ュ
エ
ッ

ト
・
ソ
ロ
の
演
奏
会
で
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１１

２１

　
　
　
　
午
後
６
時
開
場

　
　
　
　
午
後
６
時
　
分
開
演

３０

と
こ
ろ
　
富
良
野
の
ぞ
み
教
会
（
栄

町
６
番
　
号
拶
２
２
‐
３
６
８
２
）

２５

鰹問 
赤
尾
さ
ん
　
拶
２
３
‐
４
３
０
２

募

集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

一
般
世
帯
向
け
住
宅
　
１
戸

　
麓
郷
（
麓
郷
市
街
地
）

　
　
昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ

５４

一
般
世
帯
向
け
住
宅
（
単
身
入
居
可

能
住
宅
）　
２
戸

　
樹
海
（
東
山
）

　
　
昭
和
　
年
　
２
Ｄ
Ｋ

４５

受
付
期
間
　
　
月
８
日
鰹月 
～
　
日
鰹金 

１１

１９

入
居
資
格
　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

鋸
申
込
者
（
そ
の
同
居
者
、
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
を
含
む
）
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

家
　
賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入
に
よ

り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る
申
込

書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類
（
収
入

を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
北
の
め
ぐ
み
愛
食
応
援
団
」

募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
「
愛
食
運
動
」の

　
　
　
　
　
　
　
輪
を
よ
り
一
層
広

　
　
　
　
　
　
　
げ
て
い
く
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
「
地
産
地
消
」
「
食

　
　
　
　
　
　
　
育
」
な
ど
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
を
実
践
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
だ
く
、
道
内
の
企

　
　
　
　
　
　
　
業
や
団
体
（
支
店
、

　
　
　
　
　
　
　
支
部
を
含
む
）
及

び
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し

ま
す
。

　
「
愛
食
応
援
団
」
の
取
り
組
み
は
、

北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広

く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

登
録
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
　
お
住
ま
い
の
地
域
の
総

合
振
興
局
ま
た
は
振
興
局
に
、
申
請

書
で
応
募
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
:/
/
w
w
w
.

p
re
f.h
o
k
k
a
id
o
.lg
.jp
/
n
s
/
s
h
s
/
d
o

s
a
n
d
a
y
/
o
u
e
n
d
a
n

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　a

g
ri.b
u
s
in
e
s
s

@
p
re
f.h
o
k
k
a
id
o
.lg
.jp

鰹問 
北
海
道
農
政
部
食
の
安
全
推
進
局

食
品
政
策
課

拶
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
４
２
９

試
験
・
講
座

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

防
火
管
理
講
習

●
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹木 
・
　
日
鰹金 

１１

２５

２６

　
　
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

と
こ
ろ
　
上
富
良
野
消
防
署

受
　
付
　
　
月
１
日
鰹月 
～
　
日
鰹月 

１１

１５

定
　
員
　
１
０
０
人

受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
（
４
５
０
０

円
程
度
）

申
込
み
　
指
定
の
受
講
申
請
書
を
富

良
野
消
防
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
甲
種
防
火
管
理
再
講
習

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹水 

１１

２４

　
　
　
　
午
後
１
時
～
５
時

と
こ
ろ
　
上
富
良
野
消
防
署

受
　
付
　
　
月
１
日
鰹月 
～
　
日
鰹月 

１１

１５

定
　
員
　
　
人
３０

受
講
料
　
テ
キ

ス
ト
代
（
３
５

０
０
円
程
度
）

申
込
み
　
指
定

の
受
講
申
請
書
を
富
良
野
消
防
署
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
消
防
署拶

２
３
‐
５
１
１
９

年年金金だだよよりり ●追納する場合、古い分から順番になりますが、学生納

付特例がある場合は、学生納付特例が先になります。

●免除などの承認を受けた期間の翌年度から、３年以上

経過した期間を追納する場合の納付額は、当時の保険料

額に一定の加算額が上乗せされます。なお、老齢基礎年

金受給者は追納できません。

※将来受け取る年金額を増額するためにも、余裕ができ

た時に追納することをおすすめします。

保険料の支払いはお忘れなく
鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

　昭和２０年１１月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日

以降に手続きをしてください。厚生年金の受給者は、

誕生月に送られてくるはがきが、基礎年金の手続きに

なります。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印

鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本などです。

追納をおすすめします

　国民年金には、経済的な理由などで保険料を納めるこ

とが困難な場合には、申請により保険料の全額または一

部が免除される「申請免除制度」や、障害基礎年金を受

けている方などが該当する「法定免除制度」があります。

また、若年層（２０歳代）の方を対象として保険料の納付

が猶予される「若年者納付猶予制度」や学生の方を対象

とした「学生納付特例制度」もあります。

　国民年金の第１号被保険者が、保険料の免除（全額免

除・一部納付）や若年者納付猶予を受けた期間、学生納

付特例に該当していた期間は、年金を受け取るために必

要な受給資格期間に算入されますが、受け取る年金額は

保険料を全額納付した場合より少なくなります。そこで、

これらの期間の保険料は、将来受け取る老齢基礎年金を

増額するために、１０年間であればさかのぼって納めるこ

とができます。これを追納制度といいます。
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■特集『紫紺の背中』富良野消防団。話を聞いてい
くと消防団活動もさることながら、みなさんそれぞ
れ地域の活動にも一生懸命で、煙と汗にまみれるだ
けでなく、土や油や雪や子ども、いろいろなものに
まみれた偉大な男たちの背中でした。小さな私の背
中は今月も締め切りに追われる…あぅぅ。（し）
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災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」

・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　

　　　　　　　　　午後６時～６時５分

まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり

・放送日時　１１月２７日鰹土 　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

　
翌
日
に
は
、「
西
脇
ト
ー
タ

ス
応
援
団
」
の
呼
び
か
け
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
会
場

の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
広
報
に
し
わ
き
　
月
号
よ
り
）

１０

黒
中
吹
奏
楽
部
が
ラ
イ
ブ
に
出
演

ト
ー
タ
ス
松
本
さ
ん
と
夢
の
共

ト
ー
タ
ス
松
本
さ
ん
と
夢
の
共
演演

■今年は、ふらの演劇祭の市民劇に参加したことで、
とても 慌 しい秋となりました。深夜に及ぶ稽古、特

あわただ

に劇中の激しい 殺  陣 の練習で体はボロボロになり
た て

ました。今は文化祭に向けて芸能発表（マジック）の
準備中。忙しかったけど充実した秋だったなぁ。あ
らっ？初雪が降ってきました！もう冬かぁ…。（う）


